
※各委員からいただいた意見等と市の意見について

№ 該当箇所 意見等 市の考え

1 1ページ

市が県に納付する納付金について、各
市町村の地域性や人口比率、年齢構
成、激変緩和策などの難しさに加え
て、コロナ等の社会状況の変化もあ
り、過剰にならず、不足しないような
ラインの設定は難しいと思います。少
子高齢化やコロナの影響で今後納付金
は増え続けることでしょう。そうなる
と、保険金額の算定経過や重要性など
市民により理解を得られるよう取り組
みが必要になってくると思います。

　本市の保険料率算定では、国保歳出
予算額の約３分の１を占める県への納
付金の影響が大きく、県が納付金を算
定する際には、医療費（保険給付費）
の見通しが大変重要な要素となりま
す。
　新型コロナウイルス感染症の影響で
医療費の見通しは毎年度難しい状況で
すが、医療費抑制のために、市のみな
らず国全体で、健診等の取り組みの推
進による医療費上昇抑制に取り組んで
います。
　また、本市では、急激な保険料の上
昇を抑制するために、毎年度、国保特
別会計から繰越金（剰余金）を投入し
ています。以上のような取組につい
て、運営協議会のみならず、多くの被
保険者にご理解いただけるよう、広報
活動にも努めてまいります。

2 3ページ

　国保事業費納付金の伸び率算出に用
いる⑦H28年度決算の一人当たり納付金
について、豊川市を例にとると、少額
ではあるが毎年増加している。数年前
の決算確定値が変動するのはなぜです
か。

　一人当たりの納付金については納付
金総額（医療・支援・介護）を一般被
保険者数で割った金額としています。
　H28年度と比較するにあたり、H28年
度の被保険者における介護2号被保険者
（40歳～64歳）の割合を、推計年度
（今回はR4年度）と同じ割合に県が修
正しています。このため、H28年度の金
額が変動しています。
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1 7ページ

　保健事業の特定健康診査受診率の低
下について、新型コロナの影響による
受診控えに対して、令和４年度の健診
に向けてどの様な施策を考えておられ
ますか。私は、健診会場に行く前はコ
ロナ対策の懸念があったのですが、三
密対策がしっかり取られており、この
考えを払拭しました。

　令和２年度の特定健診（市内各会場
で行う集団健診）からは、新型コロナ
の影響による３密対策として、できる
だけ広い会場への変更、入場前の手指
消毒や検温、体調調確、健診器具等の
消毒などを徹底しています。令和４年
度もこの取組を継続します。
　また、被保険者の皆さんには新型コ
ロナによる自粛生活が続くことによ
り、生活習慣病を発症・重症化するお
それがあることから、健診受診の必要
性を積極的にお伝えていきたいと考え
ております。

2 同上

　新型コロナの影響で保健事業の実績
も結果が読めないところもあると思い
ます。受診者が要精密検査や要医療と
なった場合、未受診とならないよう引
き続き支援をお願いいたします。特定
保健指導の実施状況が減少していない
のは、関係職員が努力されていること
と思いますのでよかったと思います。

　生活習慣病の疑いによる医療機関受
診が必要と判断がされた方には、保健
師や管理栄養士による文書送付による
受診勧奨を実施しています。
　近年は国保の特定健診と後期健診の
接続、フレイル対策も重要となってい
ますので、人生１００年時代に相応し
い本市の健康施策について、関係各課
と共に取り組んでいきます。今後共ご
意見をよろしくお願いいたします。
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